
コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の実践

○幼小中と公民館が一体となった地域防災避難訓練～長門三隅みすゞ学園～









「地域協育ネット」とは

●幼児期から中学校卒業程度までの１５年間
の子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで見
守り、支援するための、概ね中学校区を一まと
まりとした仕組みです。
●「地域協育ネット」の「協育」という言葉には
学校・家庭・地域が「協」働して、子どもたちの
生きる力を「育む」という思いが込められてい
ます。

「地域協育ネット」のめざすもの

●子どもたちの「生きる力の育成」
学校の教育活動等において、地域の多様な教育資源を積

極的に生かすとともに、地域活動への参加を通して子どもたち
の体験活動を充実させ、幼児期からの子どもの育ちや学びを
地域全体で支えていくことが、子どもたちの「生きる力」を育む
ことにつながります。

●幼保・小・中の連携の促進
同じ中学校区内の幼保・小・中が目標を共有し、互いに連

携し合うことが不可欠です。支援活動等を通じて、ＰＴＡの交流
が図られたり、公民館の行事に小・中学生が参加することによ
り、小・中の連携が強化されたりした事例もあります。


